
 

令和７年度事業報告 

 

公益財団法人富山県下水道公社は、下水道施設の適正かつ効率的な管理運営等に関する事業を行い、

もって県民の健康で快適な生活環境の向上と公共用水域の水質の保全に寄与することを目的としてい

る。 

富山県流域下水道については、令和５年度から５年間の指定管理者の指定を受けているが、県、流域

関連市及び周辺住民の安心と信頼を得るため、また、公衆衛生の向上を図るため、引き続き各種事業を

推進した。 

 

＜事業名及び主な内容＞ 

区分 事業名 主な内容 

１ 指定管理

事業 

（１）小矢部川流域下水道維持管理事業 

小矢部川流域下水道修繕事業 

・二上浄化センター、中継ポンプ場、幹

線管渠の維持管理 

・パークゴルフ施設の維持管理 

・災害等に対応した施設管理 

・１件 100万円未満の修繕 

（２）神通川左岸流域下水道維持管理事業 

神通川左岸流域下水道修繕事業 

・神通川左岸浄化センター、中継ポンプ

場、幹線管渠の維持管理 

・災害等に対応した施設管理 

・１件 100万円未満の修繕 

 

（３）広域汚泥処理維持管理事業 

 

・汚泥溶融処理施設の維持管理 

・高岡市公共下水道の下水汚泥の受入処

理 

 

（４）普及啓発事業 

 

・下水道知識の普及啓発活動 

（施設見学、夏休み水の研究室、下水道

フェスタ、移動下水道教室 など） 

２ 自主事業 

 

（１）調査研究・研修・技術支援事業 

 

・下水道フォーラムの開催 

・溶融スラグの有効利用に関する調査研

究 

（２）水質分析受託事業 

・流域関連公共下水道から流域下水道幹

線管渠接続点への流入水、流域関連市

の特定事業所の排水、県内市町村の終

末処理場・農業集落排水等の処理場の

流入水・放流水、脱水汚泥の水質分析

の受託 

 

 

 



 

１ 指定管理事業  

流域下水道は、極めて公共性の高い重要な施設であるが、安全・適正に、かつ効率的・経済的な

管理運営に努めた。 

流入下水の処理にあたっては法令基準等を遵守するとともに、下水道に関する知識の普及啓発

などの事業も積極的に実施した。 

＜流入下水量＞                             

流域名 

Ｒ７年度 

計画 流入下水量 

（Ａ） 

Ｒ７年度 

実績 流入下水量 

（Ｂ） 

Ｒ６年度 

実績 流入下水量 

（Ｃ） 

対計画

Ｂ／Ａ 

対前年度

Ｂ／Ｃ 

小矢部川 

流域下水道 
  66,398㎥/日   65,662㎥/日   70,042㎥/日 0.989 0.937 

神通川左岸 

流域下水道 
  61,373㎥/日   59,511㎥/日   60,745㎥/日 0.970 0.980 

合 計  127,771㎥/日  125,173㎥/日  130,787㎥/日 0.980 0.957 

 

（１）小矢部川流域下水道維持管理事業、小矢部川流域下水道修繕事業 

（２）神通川左岸流域下水道維持管理事業、神通川左岸流域下水道修繕事業 

① 放流水質 … すべて法で定める排水基準値以内での処理を達成している。 

   ア 二上浄化センター【小矢部川放流】 ※ 主な項目について記載      

区分 
ＢＯＤ 

(mg/ℓ) 

ＳＳ 

(mg/ℓ) 
ｐＨ 大腸菌数 

(CFU/mℓ) 

法令基準値 20 40 5.8～8.6 800 

目標基準値 （注） 10 20 5.8～8.6 － 

日平均 4.3 1.8 6.7 11 

日最大 8.3 5.0 7.0 122 

日最小 2.1 0.2 6.3 0 

   （注）「目標基準値」は、指定管理者募集要項で示された目標となる基準値。以下同じ。 

 

イ 神通川左岸浄化センター【海域放流】 ※ 主な項目について記載      

区分 
ＣＯＤ 

(mg/ℓ) 

ＳＳ 

(mg/ℓ) 
ｐＨ 大腸菌数 

(CFU/mℓ) 

法令基準値 20 40 5.8～8.6 800 

目標基準値 （注） 15 20 5.8～8.6 － 

日平均 9.3 2.6 7.0 2 

日最大 12.5 6.5 7.2 10 

日最小 5.9 0 6.1 0 

 



 

② 中継ポンプ場の維持管理 

流域名 中継ポンプ場の名称 維持管理の内容 

小矢部川 福上中継ポンプ場（小矢部市） 
運転管理、保守管理、修繕 

神通川左岸 西本郷中継ポンプ場（富山市） 

 

③ 幹線管渠の維持管理 

流域名 幹線管渠 放流渠 

小矢部川 11幹線 約 127km 1放流渠 610m 

神通川左岸 6幹線 約 72km 3放流渠 約 9km 

  （維持管理の内容） 

    ・ 管渠、付帯計測設備及びマンホールポンプ場の維持管理 

・ 道路高に合わせるためのマンホールの補修及びマンホール周辺等の舗装補修 

    ・ 幹線管渠占用道路の巡回等点検調査 

 

  ④ 環境マネジメントシステムの実施・運用 

エネルギー使用量の削減や資源リサイクルの徹底など環境に配慮した管理運営を行うとと

もに、富山県庁環境マネジメントシステムに沿った目標設定、目標管理及び報告を行った。 

＜汚泥含水率の管理目標達成状況＞  ※ 省資源・省エネルギーの推進  

流域名 
脱水汚泥（含水率 78%以下） 乾燥汚泥（含水率 30%以下） 

稼働日数 達成率 稼働日数 達成率 

小矢部川 365日 88.5％ 315日 100％ 

神通川左岸 365日 ※52.1％ 351日 99.7％ 

      ※5/20～10/8汚泥貯留槽工事による調整運転のため、達成率が低くなったもの。 

 

⑤ 下水道施設の機能保持 

   ア 県が行う施設の更新、改修及び大規模修繕の協力 

イ 維持管理に係る各種資料の提出 

ウ 年報冊子の作成 … 令和７年７月に「令和６年度維持管理年報」を作成 

 

⑥ パークゴルフ施設の維持管理（二上地区） 

   二上浄化センター緩衝緑地帯公園に整備されているパークゴルフ施設の保守管理を行った。 

流域名 
利用者数  ※開設期間は 4/1～11/30 

令和 7年度 令和 6年度 増減（前年度比％） 

小矢部川 18,256人 19,411人 △1,155人（94.0％） 

 



 

  ⑦ 災害等に対応した施設管理 

災害等の緊急時対応を想定した訓練を実施し、危機管理体制の充実を図った。 

訓練名 
実施年月日 

主な訓練内容 
小矢部川 神通川左岸 

異常降雨訓練 令和 7年 7月 31日 令和 7年 5月 30日 異常流入時の対応確認 

震 災 訓 練 令和 7年 5月 23日 令和 7年 5月 23日 情報伝達等の訓練 

停電対応訓練 令和 7年 10月 28日 令和 7年 5月 30日 操作手順の確認 

火災対応訓練 令和 7年 10月 20日 令和 7年 8月 29日 対応手順の確認 

 

  ⑧ 修繕事業（１件 100万円未満の修繕）                     

 流域名 件数 金額 

小矢部川 47件        9,644千円 

神通川左岸 58件 15,064千円 

合計 105件 24,708千円 

 

（３）広域汚泥処理維持管理事業 

① 溶融スラグの発生量と有効利用                     （単位：ｔ／年） 

流域名 

令和 7年度 有効利用内訳 
利用率 

C/(A+B) ｽﾗｸﾞ生成量 

（A） 

過年度在庫 

（B） 

建設資材 

※ 

有償売却 

 

計 

（C） 

小矢部川 869 551 544 0 544 38.3 % 

神通川左岸 395 140 241 0 241 45.0 % 

合計 1,264 691 785 0 785 40.2 % 

※ 県及び流域関連市の下水管埋戻材等として有効利用 

 

② 高岡市公共下水道の下水汚泥の受入処理 ※ 県と高岡市が契約 

流域名 
受入汚泥量（乾燥固形物量） 

増減（前年度比％） 
令和 7年度 令和 6年度 

小矢部川 720.4ｔ 775.5ｔ △55.1ｔ（92.9％） 

 

 

 

 



 

（４）普及啓発事業 

① 施設見学の募集及び対応 

   小学校や自治会、地域の方々などを対象に施設見学を随時受付けし、下水道の役割や施設 

の案内などの説明を行った。 

場  所 

施設見学者 

備 考 小学校 その他 合計 

学校数 人数 人数 人数 

二上浄化センター 24校 1,229人 220人 1,449人 
対前年度 

△92人 
神通川左岸浄化センター 5校 273人 210人 483人 

合  計 29校 1,502人 430人 1,932人 

   

② 夏休み水の研究室の開催 

  保護者同伴の小学生を対象に、施設見学や簡単な水質実験、下水をきれいにする微生物の 

顕微鏡観察など、実体験をとおして下水道の役割について理解を深めた。 

場  所 開催日 参加者 備 考 

二上浄化センター 

神通川左岸浄化センター 

7月 25日 

8月 6日 

小学生と保護者 4組 12人 

〃     6組 15人 

対前年度 

 ＋1人 

   

③「９月 10日下水道の日」懸垂幕・横断幕の掲示 

毎年９月 10日は「下水道の日」と定められており、下水道の役割や下水道整備の重要性 

    などの理解と関心を一層深めるため、懸垂幕等を掲示した。 

場  所 種  類 掲示期間 

二上浄化センター 

神通川左岸浄化センター 

懸 垂 幕 

横 断 幕 
9月 1日～12日 

   

④ 下水道フェスタの開催 

下水道事業のＰＲの一環として、県民、特に地域住民の方々に下水道への理解を深めて 

もらうことを目的に、下水処理場を一般開放した下水道フェスタを開催した。 

場  所 開催日 来場者 備  考 

二上浄化センター 9/6（土） 682人 
二上と神通川左岸で交互開催 

対前年度 ＋318人 

 

⑤ 移動下水道教室の開催 

施設見学に申込がなかった小学校を対象に募集し、公社職員が訪問して下水道の役割や 

仕組みについて説明を行い、下水道に関する知識の普及啓発に努めた。 

開催場所 開催日 参加者 備  考 

新湊放生津小学校（射水市） 

庄川小学校（砺波市） 

福光中部小学校（南砺市） 

11月 4日 

11月 10日 

12月 9日 

60人 

29人 

55人 

主に小学校４年生が参加 

対前年度 ＋55人 

 



 

⑥ 下水道ポスターコンクール 

次代を担う子供たちに下水道の役割についての理解と関心を深めてもらうことを目的とし

て、ポスターコンクールを実施した。 

対象者 募集期間 応募作品 備  考 

流域関連市の小学校４年生 6/24～9/8 14校、395点 
対前年度 

△2校、＋116点 

 

⑦ 下水道に関するポスターの展示 

下水道を紹介するとともに、その大切さや重要性を広く一般に普及啓発することを目的と

して、ポスター展示会を実施した。 

展示場所 展示期間 備  考 

イオンモールとなみ 

イオンモール高岡 

ファボーレ 

11/21～11/26 

11/28～12/3 

12/5～12/10 

ポスターコンクールの 

入賞作品 45点を展示 

 

 

２ 自主事業  

公社の社会的使命である「公共用水域等の環境保全」活動推進の見地から、市町村の下水道関係

者を対象とした会議の開催や、水質分析に関する市町村への技術的アドバイスなど、情報の提供

や共有を行い下水道維持管理技術の向上を図った。 

（１）調査研究・研修・技術支援事業 

  ① 下水道フォーラムの開催 

場  所 開催日 参加者 備  考 

神通川左岸浄化センター 7月 10日 
県及び 8市町１組合

27名 

二上と神通川左岸で

交互開催 

 

② 溶融スラグの有効利用に関する調査研究 

・ 溶融スラグの性状調査を行った。 

 

（２）水質分析受託事業 … 県内８市町組合から受託 

水質分析受託種別 市町村名 

流域関連公共下水道から流域下水道幹線管渠接続点

への流入水、流域関連市の特定事業所の排水 

高岡市、射水市、砺波市、小矢部市、 

南砺市 

県内市町村の終末処理場・農業集落排水等の処理場の

流入水・放流水 

高岡市、射水市、上市町、朝日町、 

中新川広域行政事務組合 

汚泥試験  
高岡市、朝日町、 

中新川広域行政事務組合 

 



 

３ 重要な契約に関する事項  

業務委託名 契約年月日 契約金額（円） 契約期間 

広域汚泥処理事業等運転管理その他業務委託 令和5年3月27日 1,301,300,000円 
令和5年4月1日 

～令和10年3月31日 

神通川左岸流域下水道神通川左岸浄化センター

等運転管理業務委託 
令和5年3月27日 766,700,000円 

令和5年4月1日 

～令和10年3月31日 

小矢部川流域下水道二上浄化センター等運転管

理業務委託 
令和5年3月27日 719,400,000円 

令和5年4月1日 

～令和10年3月31日 

小矢部川流域下水道幹線計装設備等保守点検

業務委託 
令和5年3月27日 64,240,000円 

令和5年4月1日 

～令和10年3月31日 

富山県流域下水道電気工作物保安点検業務委

託 

令和5年3月27日 

（令和7年10月1日） 
39,494,400円 

令和5年4月1日 

～令和10年3月31日 

神通川左岸流域下水道幹線計装設備保守点検

業務委託 
令和5年3月27日 37,950,000円 

令和5年4月1日 

～令和10年3月31日 

二上浄化センター庁舎清掃等業務委託 
令和5年3月27日 

（令和6年11月22日） 

35,508,000円 

（35,497,000円） 

令和5年4月1日 

～令和10年3月31日 

富山県流域下水道消防設備等保守点検業務委

託 

令和5年8月9日 

（令和7年2月28日） 

（令和8年3月3日） 

31,240,000円 

（31,512,800円） 

 

令和5年8月9日 

～令和10年3月15日 

富山県流域下水道ダイオキシン類等調査業務委

託 

令和5年3月27日 

（令和8年3月3日） 

31,900,000円 

（31,278,500円） 

令和5年4月1日 

～令和10年3月31日 

小矢部川流域下水道幹線管渠（高岡土木センタ

ー管内）保守点検業務委託 

令和6年3月29日 

（令和7年3月25日） 

（令和8年3月5日） 

15,290,000円 

（16,347,100円） 

（17,350,300円） 

令和6年4月1日 

～令和8年3月31日 

神通川左岸浄化センター庁舎清掃業務委託 令和5年3月27日 15,180,000円 
令和5年4月1日 

～令和10年3月31日 

小矢部川流域下水道幹線管渠（砺波土木センタ

ー管内）保守点検業務委託 

令和6年3月29日 

（令和7年3月25日） 

（令和8年3月5日） 

12,870,000円 

（14,081,100円） 

（14,473,800円） 

令和6年4月1日 

～令和8年3月31日 

神通川左岸流域下水道幹線管渠（富山土木セン

ター管内）保守点検業務委託 

令和6年3月29日 

（令和7年3月25日） 

（令和8年2月17日） 

9,350,000円 

（10,901,000円） 

（11,248,600円） 

令和6年4月1日 

～令和8年3月31日 

複数年契約 計13件 

広域汚泥処理事業等運転管理に係る消耗品管理

業務委託 

令和7年3月28日 

（令和8年3月19日） 

63,547,000円 

（65,417,000円） 

令和7年4月1日 

～令和8年3月31日 

神通川左岸流域下水道神通川左岸浄化センター

運転管理に消耗品管理業務委託 

令和7年3月28日 

（令和8年3月27日） 

25,850,000円 

（28,431,700円） 

令和7年4月1日 

～令和8年3月31日 

二上浄化センター活性炭取替業務委託 令和7年11月17日 18,700,000円 
令和7年11月17日 

～令和8年3月19日 

神通川左岸浄化センター活性炭取替業務委託 令和7年11月17日 16,940,000円 
令和7年11月17日 

～令和8年3月27日 

富山県流域下水道環境調査業務委託 
令和7年3月28日 

（令和8年3月3日） 

16,060,000円 

（16,091,900円） 

令和7年4月1日 

～令和8年3月27日 

二上浄化センターデータ処理装置等点検業務委

託 
令和8年1月14日 14,080,000円 

令和8年1月14日 

～令和8年3月19日 

神通川左岸浄化センターデータ処理装置等点検

業務委託 

令和8年1月14日 

（令和8年3月19日） 

13,145,000円 

（13,351,800円） 

令和8年1月14日 

～令和8年3月27日 

小矢部川流域下水道二上浄化センター運転管理

に係る消耗品管理業務委託 
令和7年3月28日 10,956,000円 

令和7年4月1日 

～令和8年3月31日 

単年契約 計8件 

※ 令和７年度に実施した業務委託のうち、契約金額 10,000千円以上のものを記載 

※ （  ）内は変更契約に係るもの 



 

４ 評議員会及び理事会の開催等（令和７年度） 

（１）評議員会の開催 

開催日・場所 付議事項 

定時評議員会 

 令和７年６月 27日 

 富山県民会館 401号室 

報告事項 

 令和６年度事業報告の件 

決議事項 

議案第１号 令和６年度計算書類等の承認の件 

議案第２号 役員等の報酬等に関する規程一部改正の件 

第 1回臨時評議員会 

 令和７年６月 30日 

 （書面による決議） 

決議事項 

議案第１号 理事の選任の件 

第２回臨時評議員会 

 令和７年９月 30日 

（書面による決議） 

決議事項 

議案第１号 評議員の選任の件 

議案第２号 理事の選任の件 

第３回臨時評議員会 

令和８年３月 31日 

（書面による決議） 

決議事項 

議案第１号 評議員の選任の件 

議案第２号 理事の選任の件 

議案第３号 監事の選任の件 

 

（２）理事会の開催 

開催日・場所 付議事項 

第１回臨時理事会 

令和７年４月１日 

（書面による決議） 

決議事項 

議案第１号 常務理事の選定について 

議案第２号 事務局長の任命について 

第１回定時理事会 

令和７年５月 26日 

富山県民会館 302号室 

決議事項 

議案第１号 令和６年度事業報告、計算書類及びそれらの附属

明細書並びに財産目録について 

議案第２号 令和７年度定時評議員会の招集決定について 

報告事項 

理事長・業務執行理事の職務執行状況について 

第２回臨時理事会 

令和７年６月 30日 

（書面による決議） 

決議事項 

議案第１号 令和７年度第１回臨時評議員会の招集決定 

について 

第３回臨時理事会 

 令和７年９月 30日 

（書面による決議） 

決議事項 

議案第１号 令和７年度第２回臨時評議員会の招集決定 

について 



 

第２回定時理事会 

令和８年３月 25日 

富山県民会館 701号室 

決議事項 

議案第１号 令和７年度収支予算の補正について 

議案第２号 令和８年度事業計画及び収支予算について 

議案第３号 令和８年度資金運用に係る年次運用方針について 

議案第４号 令和７年度第３回臨時評議員会の招集決定に 

ついて 

 議案第５号 職員給与規程一部改正の件 

理事長の職務執行の報告 

１ 令和７年度常勤理事の報酬等の改定について 

２ 富山県流域下水道の管理の業務に係る条件等の変更の 

同意について 

報告事項 

理事長及び業務執行理事の職務執行状況について 

 

（３）評議員、役員の任免 

職名 新任者 前任者 摘要 発令日 

評議員 村井 真哉 酒井 正道 富山市上下水道局長の異動 R7.4.1 

〃 前田 和夫 南  和彦 射水市上下水道部長の異動 R7.4.1 

〃 掃本 之博 菊地 正寛 富山県経営管理部次長の異動 R7.4.1 

〃 寺井 義則 黒木 克昌 高岡市上下水道事業管理者の異動 R7.10.1 

理事 城光寺宏政 加藤 陽一 (公財)富山県下水道公社常務理事の異動 R7.4.1 

〃 島田 繫則 齊藤 一夫 砺波市副市長の異動 R7.4.1 

〃 利川  智 竹田 達文 小矢部市副市長の異動 R7.7.1 

〃 竹内 延和 河村 幹治 高岡市副市長の異動 R7.10.1 

 

（４）規程等の制定、改正 

  ① 令和７年度定時評議員会（令和７年６月 27日） 

     役員等の報酬等に関する規程（一部改正） 

② 令和７年度第２回定時理事会（令和８年３月 25日） 

   職員給与規程（一部改正） 

 

（５）その他の重要事項 

    なし 

 

 



 

５ 第三者による指定管理者に対する評価（第三者評価）の結果について  

令和７年 11 月 19 日、条例により指定期間の中間年に開催される富山県流域下水道指定管理者

評価委員会（第三者評価）の審査を受けたところ、総合評価で「管理運営が良好であった施設」と

の評価を受けた。 

 

６ 予算の執行管理及び決算の概要 

（１）予算の執行管理 

収支予算に計上されている収入の大半は指定管理料であり、指定管理者の指定を受けた令和

４年度時点で想定された流入水量及び物価動向を前提に計上されている。また、これらの前提

に大幅な変更が生じた場合は、県との協議により指定管理料が増額又は減額できることとなっ

ている。 

収支予算で計上された経常費用の執行にあたっては、上記収入見込みを的確に把握し、計画

的な執行管理に努めている。 

 

（２）令和７年度決算の概要 

① 収益 

県の指定管理料について、物価高騰等の影響（特に電気代の高騰・高止まり、薬品費の高

騰）により約 163百万円の増額（増額変更は４年連続）となったが、県の大規模修繕に伴う汚

泥搬出が前年度に比べ少なかったことなどから、対前年度では 36,925 千円の減少となる等、

収益全体では、対前年度 28,275千円の減少となった。 

② 費用 

光熱水料費は、価格の高騰・高止まりに加え、二上３号溶融炉修繕工事に伴い、重油に変え

都市ガス使用料が増えたことが影響し、増加した。一方で、委託費は、前述の県の大規模修繕

に伴う汚泥搬出が少なかったことから減少した。 

費用全体では、対前年度 29,286千円の減少となった。 

 

③ 当期経常増減額 

令和７年度決算は 41千円の赤字となったが、概ね収支均衡を満たすこととなった。 

 

＜直近３年度の当期経常増減額及び正味財産期末残高＞          （単位：千円） 

区分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 
令和７年度 

（今回報告） 

経常収益 1,824,712 1,985,547 2,065,382 2,037,107 

経常費用 1,824,874 1,985,718 2,066,434 2,037,148 

当期経常増減額 △163 △171 △1,051 △41 

正味財産期末残高 190,358 190,188 189,136 189,096 

    ※ 千円未満を四捨五入しているため、表の内容と増減額又は期末残高が一致しない場合がある。 


